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はじめに

Webサイトの運営をされている方なら、アクセス数の推移を見てすでにご存知

かもしれませんが、近年Webサイトへのアクセスの比重がPCからモバイルのほう

へと推移しています。

2014年には「モバイルファースト」というキーワードをよく耳にするようになり

ました。

これまでWebサイトの制作業務では、まずPC用のWebサイトを制作して、余っ

た時間や予算でモバイルサイトを構築する、という流れで進められてきました。そ

れが「まずモバイルで使えるサイトを重点的に作る」という新しい流れも生まれて

きているようです。

そうした状況に応じて、モバイル向けのサイト制作が容易になるツールとして

jQuery Mobileをはじめ、Twitter Bootstrapやレスポンシブデザインなど便利で高

機能なフレームワークや技術が日々進化してきています。

この本を手に取られた方は、おそらくこれから新しくWebサイトを制作されるに

あたってその中からjQuery Mobileの導入を検討されているかと思います。

jQuery Mobileは数あるモバイルとPCの両方のWebサイトを構築するフレー

ムワークの中で、学習コストも低く、効率的で柔軟性にも優れたWebサイトが開

発できる非常に便利なフレームワークになっています。そのサイト制作にこの本が

少しでもお役に立てたら幸いです。

2014年5月

石原 悠
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フリップスイッチを使って、 
開閉パネルを一斉に開閉させる
開閉パネルがページ上に複数あると、数によっては1つ1つ開いていくのは面倒

だろう。また、パネルをすべて開いたときに、ページ下方の要素までは自動的にス

クロールしないため、目的のコンテンツがすぐには視界に入らないこともある。こ

のように開閉パネルは便利な反面、使い方やレイアウトによってはちょっと不便な

ところもある。そうした開閉パネルを、ユーザーのワンアクションで、一斉にすべて

開いた状態や閉じた状態にできたらどうだろうか。ここでは、通常はタップで開閉

させる開閉パネルを、フリップスイッチを使用して一斉に開閉させる方法を紹介し

よう。iOSの標準機能では「メニューバーをタップするとページトップにスクロール

する」といった、具体的なアイコンボタンやアテンションは一切ないが、覚えておく

と便利な隠し機能が数多くある。例えば、ヘッダをスワイプしてもパネルを一斉に

開閉できるなど、ちょっとした挙動を付け足しておけば、訪れたユーザーは便利に

感じるだろう。

複数の開閉パネルを 
同時に開いたり閉じたりする

法 則　71  イベント取得時のカスタマイズをする

◆スワイプとフリップによる開閉パネルの操作

ヘッダをスワイプすることでもパネルを開閉できる。フリップスイッチを使用してパネルを開閉する。

◎フリップスイッチからcollapsibleを呼び出すコード

$(document).on("pageinit", function(){
  $('#flip').on('change', function(event, ui) {
    if( $('#flip').val() == 'open') toggleCollapsible('open');
    else toggleCollapsible('close');
  });
});
function toggleCollapsible(s) {
  if(s == 'open') $('.ui-collapsible').collapsible({ collapsed: false });
  else $('.ui-collapsible').collapsible({ collapsed: true });
}

3 フリップスイッチからcollapsibleを呼び出す

フリップスイッチは、changeに指定することでイベントを取得で
きるようになる。記述する場所だが、DOMが読まれたあとにイベン
トを指定しなければいけないので、pageinitのイベントの中に記述
する必要がある。

◎スワイプによって開閉できるようにするコード

$(document).on("pageinit", function(){
  $('.ui-header').on('swiperight', function(event){
    toggleCollapsible('open');
  });  
  $('.ui-header').on('swipeleft', function(event){
    toggleCollapsible('close');
  });
});

4 スワイプで開閉できるようにする

このサンプルでは、フリップスイッチをトリガーに開閉ボタンを開
閉させているが、ちょっとソースを変更すれば、「ヘッダを右にスワ
イプしたら開く」「ヘッダを左にスワイプしたら閉じる」などの挙動
も指定可能だ。

JavaScriptでは開いたタイミングも取得できる

開閉パネルには、JavaScriptでイベントを送信して開閉させ

る他に、開閉したタイミングで指定の関数を実装させることも

可能だ。取得したい要素に対して閉じたタイミングを取得した

場合は「collapse」を、開いたタイミングを取得したい場合には

「expand」を指定すれば、それぞれ指定した関数を発火させる

ことができる。

◎開いたタイミングを取得するコード

$(".ui-collapsible").collapsible({
  expand: function( event, ui ) {
    var $p = $('.ui-btn', this);
    $p.empty();
    $p.append('開いた。');
  },
  collapse: function( event, ui ) {
    var $p = $('.ui-btn', this);
    $p.empty();
    $p.append('閉じた。');
  }
});

1 開閉パネルをタップではなくJavaScriptで開閉させる

開閉パネルは通常はタップで開閉するが、ここではJavaScriptか
ら開閉パネルのメソッドを呼び出して開閉してみよう。開くときには
$('.ui-collapsible').collapsible({collapsed: false});を呼び出し、閉
じるときには$('.ui-collapsible').collapsible({collapsed: true});を
呼び出すようにする。サンプルでは.ui-collapsibleで一括で開閉して
いるので、data-role="collapsible"を指定したページ上すべての要
素に対して命令を送信することになる。しかし、例えば特定のカテゴ
リだけ、あるいは特定の要素が付いているコンテンツだけを開閉し
たいような場合でも、$('.ui-collapsible')の部分を変更するだけで
個別に開閉することも可能となる。

2 トリガーとなるフリップスイッチと開閉パネルを設置する

jQuery Mobileのフリップスイッチは、現行のiOSの標準のフ
リップスイッチに非常によく似たデザインが使われている。PCのサ
イトで使うことはまだあまりないが、スマートフォンサイトでは小さい
スペースを効率的に使うことができ、また標準UIに近いことから、
ユーザーも直感的に使うことができる。通常はフォーム画面で使用
するUIだが、こういった用途で使用するのにも向いている。このサ
ンプルでは、開閉パネルが閉じている状態ではopenさせるボタンと
して見せたいので、<option value="close">open</option>のよ
うに、要素のvalueと内容が逆のものを記述している。

◎開閉パネルをJavaScriptで操作するコード

$('.ui-collapsible').collapsible({collapsed: false});
$('.ui-collapsible').collapsible({collapsed: true});

◎フリップスイッチと開閉パネルを設置するコード

<div class="center">
  <select name="slider" id="flip" data-role="slider" data-mini="true" 
data-theme="a">
    <option value="close">open</option>
    <option value="open">close</option>
  </select>
</div>

◆フリップスイッチとスワイプで開閉可能にする方法

用語
アテンション _P213

関連する法則

18
スマートフォンらしいタッチパネルを
生かしたフォームを利用する _P49

64
スマートフォン独自のジェスチャーに
対するイベントを取得する _P138

154　　　　第4章　スマートフォンならではのジェスチャーを生かす法則 第4章　スマートフォンならではのジェスチャーを生かす法則　　　　155

本書の読み方

本書では、jQuery MobileによるWebサイトの構築を実践するうえで必要な100のノウハウを紹介して
います。まずはじっくりと解説を読んで、それから図解や実例、具体的な記述方法などを読み進めること
で、確実に理解を深められます。
※ここで紹介している紙面はイメージです。実際の本書紙面とは異なります。

本書掲載のソースコードについて
本書で説明しているサンプルコードと画像ファイルは、本書のサポートページからダウンロードでき
ます。
 
◆本書サポートページ 
http: //www.impressjapan.jp/books/1111101131

●法則のタイトル
やるべきことがすぐにわかる
タイトル付けをしています。

●解説
法則をしっかり習得で
きるように、ていねい
に解説しています。

●重要度・難易度
法則の重要度と難易度を3段階
に分類しています。法則を実践
するときの目安にしてください。

●ポイント
法則に関連する知って
おくべき知識について
説明しています。

●画面例
豊富な画面例によって
わかりにくいところの
理解が深まります。

●用語
わかりにくい用語は
巻末の用語集で調べ
られます。

●関連する法則
解説している法則と密接にかかわる 
他の法則を紹介しています。続けて
読むことで、理解が深まります。

●Webサイトの制作手順
Webサイトの制作手順を、詳細な
説明とともにサンプルコードを掲載
しています。
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2014年にバージョン1.4として公開さ
れたjQuery Mobileの特徴や主な変
更点、ダウンロードしてから開発する
までの環境の構築方法などを解説す
る。
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● 2014年1月にバージョン1.4がリリースされた
jQuery Mobileは2010年に公開されて以来バージョ

ンアップを繰り返し、本書の執筆時点ではバージョン1.4

が公開されている。

バージョン1.3まではバージョンアップごとに新しく

ウィジェットなどの機能面が追加、強化されることが多

かったが、2014年の1月に公開されたバージョン1.4で

は、デザインの刷新と使い方の変更が大きかった。

デザイン面では、iOS 7をイメージしたフラットなデザ

インに変更され、また使い方の面では、前バージョンま

ではデータ属性でスタイルを指定していたが、新しいバー

ジョンからは直接クラスセレクタを指定してデザインを反

映させるようになった。

デザインが刷新された新バージョン1.4

バージョン1.3までのカラフルなデザイン。 iOS 7を想起させるフラットなデザイン。
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●フラットデザインの採用
これまでは、スキューモーフィックデザインといわれる、

現実世界に実際にあるものをモチーフにした立体感や光

沢があるデザインが流行していた。それが2013年あたり

から、次第にシンプルでフラットなデザインが採用される

ことが増えてきた。

jQuery Mobileの1.3までのバージョンアップでも、と

ころどころデザインの見直しがされていてその兆しはあっ

たが、バージョン1.4で大幅にほぼすべてのパーツにおい

てフラットデザインが採用されることとなった。

新しいフラットなデザインのjQuery Mobileは、これまで

デフォルトで用意されていた5つのテーマを使い分けていた

のが、白と黒の2つのテーマのみとなった。また、バージョン

1.3までのテーマAは黒ベースのものだったが、バージョ

ン1.4から白ベースのテーマがAとして採用されている。

●デザインの指定方法の変更
これまでは、UIにデザインを指定する際、データ属性を

使用して「data-role="button"」などとしてボタン要素とし

て指定していた。バージョン1.4ではこの指定方法が撤廃

されて、クラスセレクタを直接使用するようになった。

バージョン1.3までは、複数のスタイルを指定したいと

きにはデータ属性を「data-role="button"」「data-mini= 

"true"」などと複数記述しなければならなかったのだが、

バージョン1.4からは、「class="ui-btn ui-btn-mini"」など、

直接クラスセレクタを指定してデザインを適用することが

可能になった。これにより、HTMLファイルが随分すっき

りして、可読性が上がった。

◎バージョン1.3以前のボタンの指定方法のコード

<a href="#" data-role="button" data-inline="true"> ボタン </a>

◎バージョン1.4からの新しいボタンの指定方法のコード

<a href="#" class="ui-btn ui-btn-inline"> ボタン </a>

●アイコンの描画がSVG形式に変更
jQuery Mobileは、デフォルトの状態で数多くのプリセッ

トのアイコンが用意されていて、簡単な指定で使えるのが

魅力の1つだったのだが、バージョン1.4からはPNG形式と

SVG形式の2種類を状況によって使い分けるような仕様に

変更になった。

SVG形式で描画されたアイコンは、PNG形式と異な

り拡大してもぼやけないので、拡大して大きく扱う場合で

もきれいなエッジで描画することが可能だ。今後、Retina

ディスプレイ以上の解像度の画面が登場したときでも問

題ないだろう。

他にもバージョン1.4では、グローバル設定やメソッド

の呼び出し方が変わったり、依存しているjQueryのバー

ジョンが上がったりして使い勝手が変わっているので、

本書を参考にいろいろと試してほしい。今後は、階層メ

ニューやポップアップウィジェットなどが非推奨になる可

能性もあり、次第に廃止されていくと考えられる。
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●ソースコードをダウンロードする
jQuery Mobileの公式サイトにアクセスし、「Download 

jQuery Mobile」の「Latest stable」をクリックしてフル

パッケージのソースコードをダウンロードする。本書執筆

時点（ 2014年5月）では、jQuery Mobileの公式サイト

からは安定版のバージョン1.4.2がダウンロードできる。

・「Latest stable」：安定版の最終リリース版

・ 「Custom download」：必要な機能のみを選択してダ

ウンロード可能

本書ではフルパッケージのバージョン1.4.2を使用する。

バージョン1.4.2では、いくつかの新機能や専用のアイコン

群が追加され、ユーザーにとってより快適なサイト制作が

できるようになっている。また、トップページの「Download」

をクリックすると、さまざまなダウンロードリンクがあり、そ

れぞれ次のような内容のファイルが用意されている。

・CDN-Hosted JavaScript：JSファイル

・CDN-Hosted CSS：CSSファイル

・ Copy-and-Paste Snippet for CDN-hosted files:

CDNを使用する場合のコピーペースト用のスニペット

・ZIP File：デモを含めたファイル一式

ダウンロードできるファイルには、それぞれにUncompressed

版 とMinifi ed版 が あり、選 べ る ように なって い る。

Uncompressed版は、デバッグ用なのでソースコードにコメン

トが付いていて可読性が高く、ソースコードを解読して内容を

理解しやすい。

また、業務などで実際に使用する場合は、軽くてサーバー

やクライアントPCへの負荷が低いMinifi ed版や、すでにイン

ターネット上で配信されているCDN版を使用したほうがいい

だろう。

●ファイルの中身を確認する
本書では、トップページにある「Latest stable」をクリッ

クしてすべてのファイルをダウンロードしたうえで、順を追っ

て説明していく。ZIPファイルをダウンロードして展開する

と、次の図のような構成でファイルが格納されている。

ECサイト構築のために最低限必要なファイル

◆jQuery Mobile公式サイト  http: // jquerymobile.com/
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なおjQuery Mobile本体のJavaScriptファイルとして、

次の2つがある。

jquery.mobile-1.4.2.js

jquery.mobile-1.4.2.min.js

ファイル名に「.min」という文字が入っているものが、

前述したMinified版にあたる圧縮されたソースコードで、

入っていないものがUncompressed版にあたる圧縮前の

ソースコードである。

　demosディレクトリ
　imagesディレクトリ
　jquery.mobile-1.4.2.css
　jquery.mobile-1.4.2.js
　jquery.mobile-1.4.2.min.css
　jquery.mobile-1.4.2.min.js
　jquery.mobile-1.4.2.min.map
　jquery.mobile.external-png-1.4.2.css
　jquery.mobile.external-png-1.4.2.min.css
　jquery.mobile.icons-1.4.2.css
　jquery.mobile.icons-1.4.2.min.css
　jquery.mobile.inline-png-1.4.2.css
　jquery.mobile.inline-png-1.4.2.min.css
　jquery.mobile.inline-svg-1.4.2.css
　jquery.mobile.inline-svg-1.4.2.min.css
　jquery.mobile.structure-1.4.2.css
　jquery.mobile.structure-1.4.2.min.css
　jquery.mobile.theme-1.4.2.css
　jquery.mobile.theme-1.4.2.min.css

そして、その他にjQuery Mobileサイトを装飾する次の

CSSが入っている。

jquery.mobile.external-png-1.4.2.css

jquery.mobile.icons-1.4.2.css

jquery.mobile.inline-png-1.4.2.css

jquery.mobile.inline-svg-1.4.2.css

jquery.mobile.structure-1.4.2.css

jquery.mobile.theme-1.4.2.css

jquery.mobile-1.4.2.min.map

このうちファイル名に「.structure」という文字が入っ

ているものは、ページ遷移など基本となる動作部分のみ

が記載され、ナビゲーションバーのカラーリングやアイ

コンなどの装飾部分が省かれたファイルである。通常は

「jquery.mobile-1.4.2.css」ファイルのみ使用すればいい

が、自作のテーマを使うときなどは各テーマのスタイルが

記述されている「.theme」と「.structure」を合わせて使

用することになる。

また、バージョン1.4.2から新たに追加されたアイコン

用のファイルも入っており、SVGやPNG形式のファイル

がそれにあたる。またミニファイされたJavaScriptファイ

ルをデバッグするために使用するmapファイルなども追

加されている。

このように多くのファイルがあるのだが、実際に仕事な
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jQuery Mobileサイトには、必 要なモジュールを選

択してダウンロードできる「jQuery Mobile Download 

Builder」が用意されている。

どで使用する場合はすべてのファイルが必要なわけでは

ない。本書では最低限必要とされる次の3つのファイル

を使用して話を進めていく。

imagesディレクトリ

jquery.mobile-1.4.2.css

jquery.mobile-1.4.2.js

また、Mobile版ではないjQuery 本体の「jquery.js」も

必要となる。jQuery Mobile 1.4.2では、jquery.jsのバー

ジョンは1.10.2が使用されているが、1.8〜1.10/2.0な

どの幅広いバージョンがサポートされているようだ。

ダウンロードページには、最新のバージョンである1.4以

外にも、以前のバージョンもいくつかダウンロードできる

ようになっている。ただし、対応しているjQueryのバー

ジョンが異なることに注意が必要だ。

jQuery Mobile Download Builderを使うと、ダウンロードすべきファイルが
整理されているので非常に便利だ。
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● オフライン環境に必要なファイルをヘッダに記
述する
jQuery Mobileを使ったサイト制作に必要なファイル

を読み込むため、HTMLファイルのヘッダ部分を修正す

る。この記述方法は2つあるので、用途に合わせて選択

してほしい。1つ目の方法では、ダウンロードしたjQuery 

Mobile関連のファイルをローカルPCのディレクトリ内

に格納して使用する。オフラインでのサイト制作の際に

は、後述する2つ目の方法では動作確認ができないので、

この方法を選択しなければならない。

次に、HTMLファイルが入っている階層に「/jquerymobile」

ディレクトリを作成し、その中に次に示す3ファイルを格

納し、「/images」ディレクトリを作成する。

jquery.mobile-1.4.2.min.css
jquery.mobile-1.4.2.min.js
jquery.js
/imagesディレクトリ

jQuery Mobileは基本的にHTML5で記述するため

type属 性 が省 略でき、type="text/css"や type="text/

javascript"を記載する必要はない。

● オンライン環境では、CDNで提供されている
ファイルを使用する
必要なファイルをヘッダに記述する2つ目の方法は、

コンテンツデリバリネットワーク（Contents Delivery 

Network、CDN）で提供されているファイルを使用して、

サーバーから直接ソースコードを読み込む方法だ。なお、

コンテンツデリバリネットワークとは、デジタルコンテンツ

をインターネット経由で配信するために最適化されたネッ

トワークのことである。

この方法は、準備が不要でレスポンスもいいため、公式

サイトではこちらが推奨されている。筆者もディレクトリ

に余分なファイルを入れたくないのでCDNのファイルを

使用することがほとんどだが、オフライン環境では使えな

いため、本書では、オフライン環境で使える1つ目に紹介

した方法で解説する。

オフラインの開発環境の構築
◎ オフライン環境の場合のコード

<link rel="stylesheet" href="../jquerymobile/jquery.mobile-1.4.2.css" 
/>
<script src="../jquerymobile/jquery.js"></script>
<script src="../jquerymobile/jquery.mobile-1.4.2.js"></script>

◎ オンライン環境の場合のコード

<link rel="stylesheet" href="http://code.jquery.com/mobile/1.4.2/
jquery.mobile-1.4.2.min.css" />
<script src="http://code.jquery.com/jquery-1.9.1.min.js"></script>
<script src="http://code.jquery.com/mobile/1.4.0/jquery.mobile-1.4.
2.min.js"></script>
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● CDNを利用しない場合と利用する場合のサイト
閲覧の違い
通常は左図のようにサーバーと1対1でリクエストとレ

スポンスが繰り返される。しかし、CDNを利用して、右図

のようにサイト内で使用する一部のデータを地理的およ

びバックボーン的に分散させた別のサーバーから受信す

れば、負荷が分散されより効率のいい安定したサイトの

配信が可能になる。

① サーバーからHTMLデータが送信さ

れる

② HTMLを解析し、画像やJavaScript

などの別ファイルのデータをサーバー

にリクエストする

③ リクエストのあった画像やJavaScript

が送信される

◎ 通常のネットワークを使用したサイトの閲覧（左図）と、CDNを使用したサイトの閲覧（右図）

① ② ③

Web ページ

① ② ③

Web ページ
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第 1 章

jQuery Mobileを使 用するにあたって必 要になる知 識として、jQuery 

MobileによるサイトでのHTMLの書き方から、ページ遷移などの仕組み、

ボタンやリストなどの基本的なUIの使い方までを解説する。

jQuery Mobileの基本を知る法則

法  則
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重
要
度
★
★
★

難
易
度
★
★
★

ページの設定と構成要素を理解する

法 則　1  基本的な使い方を知る

head要素に必要な項目を記述する
まずは単体のページを作成して、ヘッダに必要な項目をリストアップする。

<head>〜</head>には、序章で読み込む設定をしたjQuery Mobileのプログラ

ム以外に、次の3つの項目の記述が必要になることを覚えておこう。

・	文字コードの指定

・	ページタイトル

・	Viewportの設定

ここで選択する文字コードは、ソースコード本体やjQuery Mobileの公式サイト

でも使用されているのと同様にUTF-8を使用するため、<meta charset="utf-8">

と記述する。

Viewportという項目では、スマートフォンでページを開いた際のページ幅や、ピ

ンチ操作などで拡大可能な最大幅を指定する。jQuery Mobileを使用したサイト

の制作では、横幅をスマートフォンのブラウザにフィットさせるため、このViewport

の記述1行を加える必要がある。

◎<head>〜</head>に記述するコード

!DOCTYPE html>
<html>
<head>
  <meta charset="utf-8">
  <meta name="viewport" content="width=device-width, initial-scale=1, maximum-scale=1">
  
  <title>jQuery Mobile 100の法則：サンプルプログラム </title>
  
  <link rel="stylesheet" href="../jquerymobile/jquery.mobile-1.4.0.css" />
  <script src="../jquerymobile/jquery.js"></script>
  <script src="../jquerymobile/jquery.mobile-1.4.0.js"></script>
</head> 

用語
Viewport _P213
データ属性 _P215

関連する法則

88
WordPressに対応したjQuery Mobile
テーマを作成する _P190
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要
度
★
★
★

難
易
度
★
★
★

ボディに必要な項目をリストアップする
次にbody要素内部だが、最初のdata-role属性に下のHTMLソースの①のよう

に"page"と指定し、jQuery Mobileサイト内での1ページ単体のくくりとする。そし

て、この中にページを構成するさまざまな要素を配置してページを作成していく。

jQuery Mobileでは、HTML内に記述したひとまとまりの要素を、HTML 5の独

自データ属性「data-」を使用して「data-role="〇〇"」と指定することで、各パー

ツとしての機能を付与させる仕組みになっている。ここでは、data-role="page"を

指定することで、jQuery Mobileがその中の要素をまとめて1つのページとして認

識するように指定している。

◎<div>〜</div>に記述するコード

  <div data-role="page">
    <div data-role="header"> 〜 </div> ←②
    <div role="main" class="ui-content"> 〜 </div> ←③
    <div data-role="footer"> 〜 </div>  ←④
  </div>

ヘッダ 部 分 に は 上 の HTML ソース の ② の よ う に、div要 素 に data-
role="header"というデータ属性を指定して記述する。このheader属性はサ
イト全体で常に表示される共通のパーツであり、「コンテンツタイトル」「ホー
ムボタン」「戻るボタン」などを設置するために使用するエリアとなる。

コンテンツ部 分 には上の HTMLソースの ③ のように、div要 素 に<div 
role="main" class="ui-content">という値をそれぞれ指定し、その内容を記
述する。ここには「タイトル」「本文」「画像」「リスト」「子階層へのリンク」など、
実際のコンテンツの内容を配置する。本書掲載の多くの要素は、この中で使
用するものとなる。

フッタ 部 分 に は 上 の HTML ソース の ④ の よ う に、div要 素 に data-
role="footer"というデータ属性を指定してその内容を記述する。フッタはペー
ジ下部に表示されるエリアで、一般的には「コピーライト」「利用条件」「免
責事項」「PCサイトなどへのリンク」を設置することが多い。ただスマートフォ
ンの特性上、表示面積が狭くあまり多くのパーツが設置できないので、コピー
ライトのみを記載しているサイトも少なくない。また、タブナビゲーションを使
用するサイトでは、フッタ自体が使われないこともある。

①

◆ヘッダ、コンテンツ、フッタの役割

スマートフォンの画面に合わせてページを表示するViewport

この法則で登場した「Viewport」は、jQuery Mobileを使用

しない場合でもスマートフォンサイトの制作でよく使用する設

定になる。PCサイトをスマートフォンのブラウザで閲覧した際

に、ページ全体が小さく表示されてしまう経験をした人もいる

と思うが、これは横幅の指定されていないページを閲覧した際

に、ブラウザがページの横幅をデフォルトのViewport設定に

合わせて980pxで表示してしまうために起きる現象だ。これは

あらかじめmeta要素内のViewportの設定で横幅を指定して

おくことで回避できる。

jQuery Mobileでは<meta name="viewport" content= 

"width=device-width, initial-scale=1, maximum-scale=1">

を指定しているが、width（幅）やinitial-scale（倍率の初期値）、

maximum-scale（倍率の最大値）などを調整することで、ペー

ジを拡大縮小したり、任意のサイズのページを指定したりする

ことも可能になるので覚えておきたい。

第1章　jQuery Mobileの基本を知る法則　　　　19
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要
度
★
★
★

難
易
度
★
★
★

Ajaxを使ったページ遷移を理解する

法 則　2  基本的な使い方を知る

複数のページを別々のHTMLファイルに記述して 
サイトを作成する

法則1で説明したように、jQuery Mobileではbody要素内にdata-role="page"

を指定することで1ページとして認識される。そのため、例えば1つのHTMLファ

イル内にdata-role="page"を3つ指定すれば、全部で3ページのサイトというこ

とになる。このページの考え方はjQuery Mobileの大きな特徴の1つだ。しかし本

書では通常のサイトのページの考え方と同様に、個別のHTMLファイルによる単

体ページを複数作って、それらを相互に遷移させるサイトの作成方法を覚えてほし

い。なぜなら、実際にスマートフォンサイトを制作する場合、階層が深くページ数の

多いサイトを制作するケースが多く、主にこの方法を使うことになるからだ。この

サイト設計については、初期段階でいろいろ迷うことが多いのだが、別々のHTML

ファイルで制作すれば、コードの可読性も上がり、分業も可能になるので、迷った

場合はこの構成でサイトを制作しておくことをおすすめする。

ページ遷移にはAjaxを使って通信効率を向上させる
内部的な処理の話だが、jQuery Mobileではスムーズなページ遷移を実現して

通信効率を向上させるために、通常「Ajax」という非同期処理を用いてHTMLファ

イルをロードし、コンテンツ部分だけDOM（Document Object Model）を書き換

える方式をとっている。

Ajaxとは、Webページをインターネットからダウンロードして表示するまでの処

理方式の1つだ。通常Webページは、ハイパーリンクがクリックされると、次に表

示させたいHTMLファイルをサーバーからダウンロードしてきて、ブラウザ全体の

表示をすべて破棄してから次のHTMLファイルの表示を始める。多くのサイトの場

合、ヘッダ、フッタ、グローバルナビやサイドメニューなど一部共通のHTMLを表示

している部分があるかと思うが、通常のページ遷移ではこれらもいったん破棄して

再度同じものを描画している場合が多い。しかし、Ajaxを使ったページ遷移を行う

と、ページ上にすでに表示されている要素で変更の必要のないものはそのまま利

用し、表示を切り替えたいコンテンツ部分のみを入れ替えることが可能となる。

用語
Ajax _P212
DOM _P212

関連する法則

3
Ajaxによるページ遷移の不具合を
解消する _P22

68
ページを移動するたびにランダム
に画像を切り替える _P147
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★
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★

難
易
度
★
★
★

複数のページを1つのHTMLファイルに記述する方法

複数のページ構造をもつサイトを1つのHTMLファイルで制

作するには、単一ページのdiv要素であるdata-role="page"の

塊を複数作り、それぞれにidを使用して各ページを指定すれば

いい。

ソースコードのように、id="index"、id="news"、id="about"

と指定しておけば、アンカーリンクから#indexなどにリンクす

ることで、それぞれのページに遷移させることが可能になる。ま

た、HTMLファイルの一番上に記述されたdata-role="page" 

の要素が最初のページとして表示される。2〜3ページぐらい

の簡単な構造のサイトを制作するケースなら、この方法で十分

だろう。

この方式のメリットとしては、複数のHTMLファイルにまた

がらないので、ヘッダやフッタを何度も記述せずに済むことや、

一度のアクセスでHTMLファイルをすべてダウンロードできる

ので、ページ遷移の際にロード処理に時間がかからないことが

挙げられる。

デメリットとしては、1ページ内にすべての要素を記述するた

め、内容が多くなればなるほど可読性が損なわれ、また1回の

アクセスでダウンロードするファイルサイズが大きくなってしま

うことだ。回線が遅いスマートフォンのサイトでは、あまりに大

きなサイトを1つのHTMLファイルで制作してしまうと致命的

になるおそれがあるので、ページ数が多いならこの法則で解説

した複数のHTMLファイルに記述する方法を選んでほしい。

◎ 複数のページを1つのHTMLファイルに記述するHTML5
のコード

   <div data-role="page" id="index"> 〜 </div>…1 ページ
（トップページなど）

   <div data-role="page" id="news"> 〜 </div>…2 ページ
（ニュースリリース、新着情報など）

   <div data-role="page" id="about"> 〜 </div>…3 ページ
（会社概要など）

フォームなどでは注意が必要なケースもある
jQuery Mobileではこのページ遷移の方法を採用することで、ページの切り替え

ごとにダウンロードされたり再描画されたりする部分の処理負荷や転送量が軽減

され、快適なページ閲覧が可能になる。

しかし、Ajaxでの遷移を採用する場合にフォームを使用すると、ページ全体が

切り替わらず、通常のページ遷移の際に受け渡されていたformの値の情報などの

扱いが大きく変わってくるので、その部分だけAjaxを無効化させて運用することも

多い。このAjaxによるページ遷移の不具合を解消する方法については次の法則で

解説する。

◆通常のページ遷移とAjaxのページ遷移の違い

Ajaxのページ遷移では、共通部分はそのまま利用し、表示を切り替えたい部
分のみを読み込む。

◎Ajaxのページ遷移

通常のページ遷移では、ページ遷移をするたびに新たにHTMLファイルの
情報を読み込む。

◎通常のページ遷移

HTML HTML HTML

HTML

旧 新

HTML HTML

この部分だけ
破棄

この部分だけ
読み込む
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要
度
★
★
★

難
易
度
★
★
★

Ajaxによるページ遷移の不具合を解消する

法 則　3  基本的な使い方を知る

Ajaxを使わずに複数ページを相互に遷移させる
法則2で解説したAjaxを使ったページ遷移の方法には注意点がある。Ajaxを

使うと、最初に読み込まれたページにhead要素が依存してしまうため、例えば「個

別のCSSを使用する下層ページがある」などの理由でAjax読み込みを行いたく

ない場合も出てくるだろう。そのような場合、ある特別な処理を実行すれば、Ajax

処理を回避してページごとにロードしなおして表示させることが可能となる。

多くの場合デフォルトのAjaxの遷移を使うことになると思うのだが、サーバー

の要件や、JavaScriptイベントのハンドリングの方法によって、Ajaxの遷移では

データのやり取りに不具合が生じてしまう場合がある。このような場合、非Ajax処

理を利用するのだが、それには以下で紹介する4通りの方法がある。状況に応じて

使い分けよう。

「$.mobile.ajaxEnabled = false;」と記述すれば、jQuery Mobileがページ
を初期化した際に「すべてのリンクにおいて非同期処理を行わない」という
指定が可能となる。一度にすべてのリンクに対して指定できるので、サイト全
体でAjaxでの遷移をまったく行わない場合はこの方法を使用する。

◎ページ初期化時にAjaxを非使用にするコード

<script language="JavaScript">
    $(document).bind("pageinit", function(){
        $.mobile. ajaxEnabled = false;
    });
</script>

リンクごとにAjaxの使用／非使用を指定したい場合は、a要素を使って非使用
のリンクに rel="external"を記述する。サイト全体ではAjaxを使用するが、特定
のページのみ非同期処理を行いたくない場合などには、この方法を使用する。

◎a要素でAjaxを非使用にするコード

<a href="./index2.html" rel="external"> 次のページ </a>

ある特定のフォームだけAjaxで遷移させたくない場合は、そのフォームに対
して<form data-ajax="false">と指定する。

◎特定のフォームだけAjaxの遷移を回避するコード

<form data-ajax="false"></form>

◆Ajaxを非使用にする処理

用語
Ajax _P212

関連する法則

2
Ajaxを使ったページ遷移を理解す
る _P20

68
ページを移動するたびにランダム
に画像を切り替える _P147
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